
島根大学学生団体　課外活動報告書

※この報告書は、学生支援課のHP
を通じて学外にも公開されるととも
に、サークル棟の継続使用の判断材
料として利用されます。

団体情報

団体番号 26
団体名 学生赤十字奉仕団ぷらす

所属人数（前年度） 25人

別紙の記入要領を参照の上ご記入ください。

活動報告

活動目的

団体の結成目的や活動の目的・目標などを記載してください。

本サークルは、日本赤十字社の使命に賛同し「苦しんでいる人を救いたいと
いう思いを結集し」人道の実現に尽力すること目的として結成され、地域の
課題解決の一助となるような活動への参加・展開を行っていきます。

活動内容

Ⅰ．前年度の活動内容について記載してください。
①通常の活動
 私たちは定期的な活動として、月一回を目標に定例会を実施しています。
この定例会を通して、ボランティア活動募集に関する情報共有だけではな
く、全国または中四国ブロック研修会・協議会で得た学びを団員に共有し日
頃の活動へと役立て、新たな活動を企画するための糸口としたりしていま
す。また、団員同士の結束を強め、連携の強化や実働率の向上も目指し、少
しでも多く、地域の方々の役に立てるように努めています。

➁社会や地域貢献活動
 赤十字に関する活動として、青少年赤十字リーダーシップ・トレーニン
グ・センターやエシカルマルシェ、「ふくし＝防災」まちづくりイベントと
いった日本赤十字社島根県支部が主催または参加している活動にボランティ
アスタッフとして参加しました。
 その他、地域のボランティア活動として、川津公民館で開催される「みん
なの食堂」、島根大学で開催される応援塾、視覚障害者の方の外出支援にお
けるボランティア参加や、NHK海外たすけあい募金活動を実施しました。
 これらの活動を通して、様々な人々と関わることができ、地域の方々の温
もりや優しさを感じたり、地域が抱える課題について理解を深めることがで
きたりと、貴重な経験をさせていただいています。

➂その他アピールできること
 本サークルでは、青年赤十字奉仕団全国協議会や第5ブロック青年赤十字奉
仕団研修会等といった、全国の青年赤十字団と交流する機会があり、活動や
団の運営に関する様々な情報を交換したり、ボランティアや赤十字に関する
学びを得たり、刺激を受けたりしています。
 また、大学祭にて学内の献血推進サークルぐっぱと共同での模擬店出店や
展示企画を実施しました。今後も他団体との繋がりを積極的に持ち、ボラン
ティアの輪を広げていきたいと考えています。
 
Ⅱ．活動実績（大会、コンクールなど)
 特にありません。



収支報告 収入

支出

金額（円） 備考（内容等）
繰越金 ¥334,715

サークル援助金（学推会より） ¥13,000
活動・イベント収入 ¥65,600

入部(会)金 ¥0 0円／人（年額）
部(会)費 ¥0 0円／人（年額）

その他 ¥30,260
日本赤十字からの助成金、
利息

収入合計 ¥443,575

寄付金 ¥0
スポンサー収入 ¥0

大会等参加費 ¥5,500 学園祭参加費
広報活動費 ¥0

備品等購入費 ¥47,193
学園祭模擬店、
その他備品

施設等利用料 ¥0

その他 ¥15,020
支出合計 ¥89,873

交際費 ¥22,160
交通費 ¥0

差引収支 ¥353,702 次年度への繰越金
※年間の収支を記入してください（昨年4.1~今年3.31）

希望する支援や要望
事項※

大学に対する支援や要望
様々な団体と連携したいと考えているため、大学公
認団体だけではなく、それ以外の学生団体に関する
情報も取り纏めてほしいです。

学外の団体等への要望
私達はより多くのボランティアの機会を得たいと考
えています。そのためボランティア募集がありまし
たら、お声掛けいただけると幸いです。

※経済的支援だけでなく施設利用などの要望でも構いません。なお要望には具体的な理由もお書きください。


